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今年の夏は，7 月に九州北部豪雨
で甚大な被害が発生し，東京では猛
暑で水不足，一転，8 月になると東
京では毎日雨が降るような異常気象
となり，農作物への影響が懸念され
ております。これらの異常気象に対
し，社会インフラの果たす役割は大
きいと考えられます。社会インフラ
の効果を最大限発揮するためには，
インフラの維持管理は欠かせません。

私事ですが，8 月の夏季休暇に，
新東名高速道路を利用して実家に帰
省しました。本格的に開通してから
5 年以上経過していますが，新東名
高速道路はアップダウンやカーブが
少なく，安全で走りやすい道路のた
め，運転による疲労も少ないと感じ
ます。将来にわたり，毎年帰省の時
期に，我が国の最新の社会インフラ
のありがたみを継続して享受するた
めには，社会インフラの維持管理は
欠かせません。 

さて，今月号の特集テーマは，こ
れら社会インフラの「維持管理・老
朽化対策・リニューアル」です。日
本では，1960 年代の高度経済成長
期に建設された道路，上下水道，橋
梁，建築物などの社会インフラが耐
用年数とされる 50 年をむかえ，適
切な維持管理，老朽化対策，リニュー
アルが必要とされています。特に，
2012 年の笹子トンネル天井板落下

事故以降，社会インフラの老朽化問
題が社会的に注目され，産・学・官
をあげてこれらの問題に取組んでい
ます。本誌編集委員としても，社会
インフラの老朽化問題は重要なテー
マの一つだと感じています。

今月号の巻頭言は，東京都市大学
の三木千尋学長に「社会インフラの
老朽化 , これは JAPAN IN RUINS
ですか」と題して寄稿して頂きまし
た。本文中にもありますように，現
状の日本の社会インフラは，空中，
地上，地下まで，まさしくカオスの
世界であり，これらの点検，診断，
補修，リニューアルは，インフラ整
備に関わる私達に課せられた大きな
課題だと改めて感じました。行政情
報では，既存ダムの有効活用の重要
性，ダム再生に関するこれまでの取
組み，今後の課題，方策，道路イン
フラ老朽化の現状と国土交通省の取
組みなどを分かり易く紹介して頂き
ました。技術報文は，道路，トンネ
ル，下水道，空港，鉄道構造物，港
湾構造物，建築物などの点検診断技
術，リニューアル技術など，多岐に
渡る 13 編を掲載しています。

今号で紹介させて頂いた様々な最
新技術が，カオス状態の日本の社会
インフラの維持管理，老朽化対策，リ
ニューアルの一助となれば幸甚です。

最後になりましたが，ご多忙中に
もかかわらず，快く執筆・寄稿して
頂きました関係者の皆様に心より御
礼を申し上げます。 （岡田・宇野）

10 月号「建築特集」予告
・「適正な施工確保のための技術者制度検討会」とりまとめ　・建築物省エネ法の概要　・鶴岡
市文化会館天井リフトアップ工事　・既存建物の不快な床振動を低減する制振技術の開発　・VR
技術を活用した施工管理者向け教育システム　・地上躯体に適用可能な中品質再生骨材を用いた
コンクリートの実用化　・耐震補強構法「KG 構法」に完全外部施工方法を追加　・杭の耐震性
能向上と施工の省力化を実現　・スマートデバイス活用の「杭施工記録システム」を開発　・ロボッ
ト溶接による建築現場溶接施工法の開発と適用　・自立型清掃ロボットを開発　・建物の安全性
即時診断システム　・木質構造を採用した中大規模建築向けのハイブリッド工法を開発
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